
 

この助成金は、地域社会の課題に取り組む団体が、自律

的・継続的に発展していくための支援として、その活動に必要な事業費の

一部を補助することで、市内の市民公益活動全体の推進を図る制度です。 

 

皆さまからいただいた寄付は、「市民公益活動推進助成金」として活用しています。 

３０名と７団体（４０件） 

８９万９千３２円の 

  寄付をいただきました。 
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平成 23年（2011年）4月 1日～平成 24年（2012年）3月 31日 

１２の市民公益活動に１８７万６千円を助成しました！ 
助成事業は、子育て支援、地域住民の交流、国際交流や文化芸術など多岐にわたりました。みなさまに感謝をこめてご紹介いたします。 

あなたの 
寄付で 

できました！ 

※各事業紹介の写真の右横に活動日、活動場所、活動概要を掲載しています。「ここに注目！」は、各団体が事業内容をまとめた実績報告書から市が抜粋しています。 

11 月発行 

豊中市全域 

任意後見契約のチェック

ポイントなどについて、啓

発するための冊子を作成。 

 

 
編集会議 17回（平成 23年度は 9回）を経て冊子を作成しまし

た。成年後見制度の一つ「任意後見」について、消費者視点で

様々な点から読み解くことにより理解が進み、問題点を挙げるこ

とができました。今後は、この冊子を使用して、老後の生活設計

を考えるたくさんの市民の方々に啓発活動を行っていきます。 

9 月・3 月発行 

豊中市全域 

子育て中の親による、子育

て情報誌を作成。また、読

者や他団体と積極的に交

流を図る。 

 

 
創刊号で得た知識とチームワークにより、2 号を 5000 部、3 号

を6000部発行しました。また、座談会やイベント参加によって読

者の声を聞けたことが、今後の発行に向けた新たな展開と原動

力を得ることにつながりました。これからも豊中の子育てママを

応援する情報誌として、期待に応えていけるよう続けていきます。 

7 月 9 日～8 月 6 日 

蛍池（インキュベーションセンター） 

小学生を対象に喜びや協

調性、達成感を味わうこと

のできるハンドベル講座

と発表会を実施。 

 

 
受講した子どもたちは、自発的に練習や発表の方法を考えるよ

うになりました。保護者からは「自主性がでてきた」という声もあ

りました。また、会員は公益活動に対する意識が芽生え、地域の

発展や活性化を考えるようになりました。今後は、ハンドベルに

限らず、市や他団体と協力し、地域活性をめざしていきます。 

 

第二・四土曜日（不定期） 

岡上の町（すこやかプラザ） 

ダウン症の乳幼児が楽し

く遊び、育む場づくり。ま

た、親が育児で孤立しない

ような居場所づくり。 

 
助成金の交付を受け団体として、長期継続・発展・自立を意識し

て活動することができました。活動への理解や支援を他団体・市

民から得ることができ、参加者数も徐々に安定（会員 82 名）し、

今後の見通しが立つようになりました。活動に対する期待の高さ

を感じています。 

最終土曜日 

庄内（菰江公園） 

親子が公園で音楽を通し

て、楽しく遊び学ぶリトミ

ックを実施。また、親のネ

ットワークを作る。 

 
活動を通して母親は、子どもたちの行動、表情を客観的にみるこ

とができ、安心することができました。今後は、地域の方を巻き込

んで、昔のおもちゃ製作など文化伝承にも力を入れ交流を図り

たいと思います。また多年齢の子どもと遊ぶことを通して、各年

代ごとの保育の大切さもわかり今後に活かしたいと思います。 

11 月完成 

蛍池 

地元カルタを製作する。カ

ルタ大会で地域の良さを

再発見しながら世代間交

流を行う。 

 
多くの方から様々な支援をいただき、カルタを 300 セット完成し

ました。小学校、幼稚園、保育所、高齢者施設に無償配布し、世

代間交流の機会創出のためカルタ大会を行いました。今後も他

団体と連携し、地元の季節行事として定着させていきます。また

他地域でのカルタ作成を行う際は、協力したいと思います。 

5 回開催 

本町（すてっぷホール） 

国際的なテーマの料理教

室を開催し、日本人と外国

人や、外国人同士の文化交

流の場を提供する。 

 
90 名が参加・ボランティアとして関わりました。異なる背景をも

つことで生きづらさを感じている外国人が講師となることで、主

体的に活動に参加でき、外国人、日本人の参加者同士の交流

が生まれました。参加者からアイデアやボランティアの要望もあ

り、今後の活動に活かしていきたいと思います。 

随時 

庄内（島田地区景観水路） 

景観水路の花壇を整備し、

地域の方の憩いの場づく

りを行う。 

 

 
花壇の手入れを行う協力者が増え、団体としての体制が整って

きました。作業中に地域の方が花壇を見て、「見違えるようにき

れいになった。」などと話しかけられることもあり、近隣住民との

交流につながっています。 

10 月 23 日 

本町（すてっぷホール） 

親子を対象に、音楽やダン

ス、人形劇などの観客参加

型コンサートを開催。 

 

 
観客、出演者の 189 名に交流の場を設けることができ、人と人

とのつながりを新たに築くことができました。子どもや高齢者に

出演者の熱意ある演奏、そして多彩なジャンルを提供でき喜ん

でいただきました。今後は高齢者施設での演奏や子ども向けイ

ベントを実施し、多くの方との交流を行っていきます。 

第 2・4 土曜 

南桜塚（南桜塚会館） 

小・中学生を対象に伝統文

化や歴史古典を学ぶ場を

開催。 

 

 
華道、日本舞踊、百人一首など伝統文化行事を 20 回行いまし

た。また、今年は皇室に伝わる文化「詠進歌」にもチャレンジしま

した。5年間にわたる助成のおかげで、団体運営に関する技術や

活動資金など自立に向けてめどがつき、今後も子どもたちのた

めに活動を継続していきたいと思っています。 

12 月 24 日 

千里（よみうり文化ﾎｰﾙ） 

Jazz 文化の普及と地域の

活性化、若者への啓蒙の場

づくりを目的にジャズ音

楽祭を開催。 

 

 
出演した豊中高校と大阪大学の学生が運営に関わり、将来の

音楽文化を担う若者への啓蒙が図れました。地域観客との絆が

深まり、753 名の方が来場され、Civic Jazz が広く市民に Jazz

文化促進の場として認知されました。今後、ボランティアを募り、

企画立案・運営の担い手育成を図ります。 

8 月 19・20・21 日 

本町（すてっぷホール） 

市内の市民劇団が協力し、

平和と人権について公演。

青少年にワークショップ

や展示で考える場を提供。 

 

 
出演者 56 名で公演を 5 回行い、408 名が来場されました。ま

た、今回は青少年への広報に力を入れ、中高生の来場が5割増

えました。豊中空襲の展示や桜塚高校を題材にした演劇を行

い、観客や出演者に身近に感じてもらうことができました。今後

は、広告費や協賛費を募り、自立した運営を行っていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青木康修、安達みのり、奥野真理、田中正三、中島諒平、久田カズ、 

御菓子司京屋、株式会社山利製作所、シビックジャズコミュニティ、 

豊中の市民活動を応援する会、豊中マンション管理士会、 

元自衛隊豊中宿舎自治会、ローズ洋菓子店、匿名（23 名） 

平成 23 年度寄付者のみなさま    （敬称略・五十音順） 

 

 助成団体からのメッセージ 


